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The purpose of this paper is to study the meanings of internationalization and
globalization, and hence to propose some strategies regarding human resource
management and career design. Rather than understand the true value of the big
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wave of societal change, we are apt to recognize only its surface, and therefore
deal with it incorrectly. The recent wave of globalization is along the same line of
internationalization in the past. To deal with it, people emphasize the importance
of English conversation skills, but apparently that is not correct. This paper
proposes three strategic alternatives for human resource management and career
design.
Alternative 1: To develop one’s abilities, such as foreign language skills, technical
knowledge and leadership skills for the globalizing society.
Alternative 2: To develop one’s knowledge and competence that other people do
not have; not conforming to globalization but being aware of it.
Alternative 3: Since globalization extends one’s worldview, to discover one’s
career not for financial gain, but for greater purposes, such as




















































































































































































































































































































④ 大学生の海外留学の奨励 →「13 大学」と協力して「経団連グローバル人材育成
スカラーシップ」の設置，留学帰国生を対象とした合同就職説明会・面接会開催へ
の協力
⑤ 大学生のボランティア活動等の奨励 → 長期間，ボランティア活動に参加する学
生への配慮。“Gap Year”導入の検討
（2）企業に求められる取り組み
①　本社の日本人社員のグローバル化対応力の養成
－入社後，早い時期に海外経験を積む機会を提供
－新卒採用，昇進・昇格，海外駐在派遣の要件として一定レベル以上の外国語能
力を要求等
②　外国人人材の採用と育成
－優秀な留学生を人物本位・国籍不問で採用
－外国人人材の育成・定着に向けた取り組み（受け入れ職場の環境整備，きめ細
やかな人事制度面での対応，グローバルに企業理念や経営理念を共有等）
（3）大学に求められる取り組み
①　リベラル・アーツ教育の拡充
－幅広い視野や基礎的思考力を重視
②　大学教育の質の保証
－大学の第三者評価の拡充，教育情報の自主的公開，きめ細かい学生支援
③　国際化に向けた取り組み
－海外から優秀な留学生の受入れ拡大（英語で履修可能なカリキュラムの構築，
外国人教員の採用拡大，９月入学実施等）
－海外大学との連携の強化（多彩な交換留学プログラムの提供）
④　世界のリーダーとなる高度人材の育成に向けた取り組み
－成長分野等で世界を牽引するリーダーとなる高度人材の育成（「リーディング
大学院構想」，「グローバル COE」への積極的対応等）
（4）政府に求められる取り組み
①　大学進学者の学力保証に向けた取り組み
－高大接続テストの導入検討等
②　国公私立大学間の再編，統合および連携
－各大学の適正な教育研究環境の確保，経営基盤の強化，資源の有効活用等
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③　双方向の学生交流の推進と，国際戦略の策定
－「いわゆる30万人計画」（30万人の外国人留学生の受入れ，及び同数の日本人
学生等の海外派遣）の2020年の目標達成に向けた国際戦略の策定
④　東日本大震災後の状況への対応
－被災地周辺を中心に，わが国大学で学ぶ留学生，研究者が風評被害で減少しな
いよう，情報発信を強化
－被災地の大学が，地域の復興拠点として研究活動やプロジェクト実践を行える
よう支援
以上のように多彩な提言がなされている。その内容は一部のビジネス雑誌等のよう
にことさら外国語のスキルを強調したものではなく，本来やるべきことの質を高める
ことだと言ってもいいだろう。
それは，産業界がグローバル人材に求める素質，能力が，基本的には，「社会人と
しての基礎的能力に加え，既成概念に捉われず，チャレンジ精神を持ち続ける姿勢，
外国語によるコミュニケーション能力，海外との文化，価値観の差異に対する興味・
関心などが重要」ということである。
これを基礎として，それぞれの組織がキャリア支援，キャリア教育を切磋琢磨で行
うことが重要となる。いくつかの大学・学部では，グローバル人材の育成に正面から
取り組んでいる。一方，グローバルどころではなく，中等教育レベルの教育内容の復
習と社会人としての基礎的能力の教育に注力しなければならない大学も少なくない。
後者の大学卒業生がグローバル化の流れの中で，学卒労働市場から排除されつつあ
るのも事実である。
とはいえ，国内限定人材の働く場がなくなるというわけではない。むしろ，逆に徹
底的にローカル企業・ローカル人材で勝負するという道もありうる。
そうすると，グローバル化というのは必ずしも脅威ではなく，労働市場が全世界に
広がるという機会でもありうるのである。もちろん，労働市場がグローバル化すると，
付加価値や希少性の低い労働への報酬は，先進国の人間にとっては低下するという面
を忘れてはならない。
つまり，このことから導かれるキャリアデザインの戦略代替案は次の３つである。
これは個人のキャリアデザインだけでなく，企業の経営戦略にも当てはまる。
●　代替案１．グローバル化する経済社会で求められる語学力，専門性やリーダーシ
ップ等の能力を開発する。
●　代替案２．経済社会のグローバル化を視野に入れつつ，それに振り回されること
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なく自身の強みや，自身にしかできない能力を開発する。
●　代替案３．経済社会のグローバル化はわれわれの世界観を拡げるので，発展途上
国での非営利活動など経済以外の価値観を重視したキャリアを見つける。
代替案１は，第４節で述べたいわゆるグローバル人材への道である。
代替案２は，経営戦略に敢えてたとえるならニッチ戦略である。国内ローカルマー
ケットで，徹底的に他と差別化し，かつ自身の強みが生かせるような戦術を探る。そ
れを追求する中で，グローバルマーケットに出ていく機会が訪れることもありうる。
代替案３は，海外で社会貢献や人道的支援活動に使命を見出す道である。この戦略
も社会のグローバル化に対応して活動範囲が世界中に広がっている。
５．まとめ
本稿は，今われわれが直面している国際化，グローバル化の意味をあらためて考え，
そこでの人材開発，キャリアデザインへの示唆を見出そうとするものであった。
われわれはつい，社会変化の大きな波を表層的に捉え，表層的に対応してしまいが
ちである。
国際化と並行して進展した70年代以降の情報化ブームもそうであった。コンピュー
タを導入しないと企業間競争に敗れるとして，戦略なきコンピュータの導入が多く行
われたことも記憶に新しい。
教育界も，情報化やシステム化の本質ではなく，コンピュータの操作を教えること
に躍起になった。
このことは，英語テストのスコアや英語の社内公用語化こそが国際化，グローバル
化への対応だとして騒ぎ立てる状況に酷似している。
前節で述べたキャリアデザイン（経営戦略）の３つの戦略代替案のうち，１の戦術
を説く書物は書店にあふれている。
本稿は戦略代替案の２，３も人材開発やキャリアデザインの代替案として忘れては
ならないものであることを主張するものである。
戦略代替案１よりも，２の方が適している個人や企業の割合の方が圧倒的に高いこ
とは，第３節の議論から明らかである。
注：Webサイトからの引用（閲覧はいずれも2011年10月18日）
１　長崎市亀山社中記念館Webサイト亀山社中概要
http://www1.city.nagasaki.nagasaki.jp/kameyama/
２　クラシエホールディングス株式会社Webサイト　会社情報－沿革
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http://www.kracie.co.jp/
３　東洋紡績株式会社Webサイト　TOYOBOストーリー
http://www.toyobo.co.jp/
４　パナソニック株式会社Webサイト　会社情報－沿革
http://panasonic.co.jp/index3.html
５　文部科学省「民間企業の研究活動に関する調査」
http://warp.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/286794/www.mext.go.jp/b_menu/toukei/001/index37.htm
６　中小企業庁編『2011年版中小企業白書』
http://www.chusho.meti.go.jp/pamflet/hakusyo/h23/h23_1/h23_pdf_mokuji.html
７　日本経済団体連合会「グローバル人材の育成に向けた提言」
http://www.keidanren.or.jp/japanese/policy/2011/062/honbun.pdf
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